
1907-1 

 
■ 会 長 報 告                石垣 善康君

会長：石垣 善康 　副会長：青島 彰　 幹事：酒向 謙次 　副幹事：大塚 博巳

ＮＯ.462011年 6月 25日(土）国際ロータリー第2620地区   藤枝ロータリークラブ　会報

第1907回

＜ソングリーダー＞ 山田 昭雄君

【2010-2011年度 RIテーマ】

例 会：毎週水曜日 小杉苑 藤枝市青木2-35-30  TEL 054-641-3321
事務局：藤枝市青木1-11-10  TEL 054-647-2300  FAX 054-647-2040  

E-mail club1972@fujieda-rotary.orgURL http://www.fujieda-rotary.org/

写真提供 : 事務局

藤枝ロータリークラブ会報藤枝ロータリークラブ会報

レイ・クリンギンスミス

 地域を育み
大陸をつなぐ

FUJIEDA ROTARY CLUBFUJIEDA ROTARY CLUB

＜ソング＞ 奉仕の理想

【ゆり】

 
昨年の７月７日に今年度がスタートし、一年が

経過いたしました。国際ロータリー会長、レイク

リンギン スミス氏のテーマ＜地域をはぐくみ、

大陸をつなぐ＞を基に年間の活動計画を作成し、

何時でも何処でも誰とでも何事にも楽しいロータ

リークラブ、そして地域社会から尊敬を勝ち得る

行動、藤枝ロータリークラブの会員でよかったと

思っていただける運営を心がけてきました。年度

前半は順調に推移することが出来ました。しかし

ながら、年があけ、３，１１の大震災あたりから、

思っても見ない、想像すら出来なかった事柄が発

生し、年度後半は、ほとんどの活動が達成できず、

くいの残る、達成感の無い半年間でした。次年度

以降、何時の日か、又計画をたて、実行していた

だけることを、期待し、会長報告といたします。 
 

●会長 謝辞● 
本日このように最終夜間例会を迎えられたこと

は、一年間、ご理解とご協力をいただいた、会員

の皆様に厚く感謝申し上げます。 
幹事の酒向さんは、多忙な会社業務を裂いてい

ただき、サポートしていただきました。酒向さん

なしでは、とても一年間、勤めることが出来なか

ったと思います。又、各委員長さん、リーダーの

皆様のご協力に改めて感謝申し上げます。 
次年度、青島彰会長―大塚博巳幹事のもと、藤

枝ロータリークラブが益々繁栄されることを祈念

し謝辞といたします。        石垣 善康 
 

■ 幹 事 報 告                酒向 謙次君 
• ガバナー事務所より、「東日本大震災義援金」年

度最終報告が届いております。33,849,642 円の義

援金をガバナー会に送金することができました。 

• エレクト事務所より、「2011 年度 青少年交換事業

実施クラブ募集」のご案内が届いております。 

• エレクト事務所より、2011 年 7 月のロータリーレート

のお知らせが届いております。１＄＝82 円です。 

• 藤枝市柔道連盟より、「第 49 回藤枝市柔道祭の

開催案内」が届いております。 

■ 出 席 報 告                   
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

32／43 74.42％ 40／43 93.02％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ノ谷君 ○石割君 ○酒井君 ○櫻井君 

○島村君 ○鈴木舜君 ○鈴木寿君 ○仲田晃君 

○水野君 ○村松君 ○渡辺君 

(２)メークアップ者 

石垣 善康（焼津）   酒向 謙次君（焼津） 

青島 彰君（焼津）   森下 敏顯君（焼津） 

大塚 博巳君（焼津）  櫻井 龍太君（藤枝南） 

松葉 隆夫君（焼津・藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                   
小原 昇君（焼津）    古桑 幸郎君（焼津南） 
曽根 勝美君（焼津南） 外岡 政美君（島田） 
富澤 静雄君（藤枝南） 
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◆◆ 最 終 夜 間 例 会 ◆◆ 
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◎ 冠 講 座         第８回（６月２１日）              
 

｢木｣の良さと挑戦 

森下 敏顯君 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

◎ 冠 講 座         第９回（６月２８日） 
 

「いま企業はこんな

人材を求めていま

す」 

石割 郁子君 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（担当／大塚高） 


